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3 月 1 日、
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技術研修会「臨床獣医師からみた

日、家禽疾病小委員会委員

た講習会で、

・鶏舎開口部の厳密な開閉管理
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家禽疾病小委員会委員

た講習会で、侵入防止

・鶏舎開口部の厳密な開閉管理

・飼養衛生管理は全鶏舎、全入口、全員が

HPAI ウイルスは羽毛からも検出されました
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ウイルス検出状況
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 オオハクチョウ

発生状況 

技術研修会「臨床獣医師からみた HPAI

家禽疾病小委員会委員でもある

のポイント

・ネズミは生息数を
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ウイルスは羽毛からも検出されました
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とウイルスの動向について
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発生事例の分析と対策」から
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が示されたので参考願います。

・ネズミは生息数をスコア化
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国内では高病原性ではないも
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発生事例の分析と対策」から
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